
２０１６年度 委員会事業報告書 

 

担当副理事長 澤村知伸 

会員資質向上委員会 委員長 黒田恭弘 

 

 

１． 委員会開催日 （１２回） 

 １／１３   ２／１１   ３／１５   ４／１２   ５／１９   ６／１４   ７／２０ 

８／１８   ９／２０  １０／２０  １１／１７  １２／２１ 

 

２． 事業報告 

①賀詞交歓会（１月例会）の担当                １月１８日 

②例会の担当            ４月２１日・７月２１日 

③西尾張６ＪＣじゃがいもの担当                 ６月１日 

④東海フォーラムの担当【岐阜】                          ７月２日 

⑤ＪＣＩ世界会議の担当【カナダ】            １０月３０日～１１月４日 

⑥ＪＣニュースの編集と発行           １月１８日・９月２５日・１２月４日 

⑦新入会員の拡大                        通年 

⑧新入会員の育成 通年 

 

３． 委員会メンバー 

黒田恭弘 宇佐美智也 西川原慎治 安井貴仁 辻 昌志 鳥居厚志 

 

４． 反省点及び申し送り事項 

 当委員会では、１年を通して地域から必要とされるＪＡＹＣＥＥになっていただくことを目的に活動をし

てまいりました。 

まず、２０１６年度の運動方針を発信する場を設けました。青年会議所に属するのに必要である品格ある

青年として、当たり前のことを当たり前にして立ち振る舞いをすることが日頃からご支援を賜っている方々

に対して、感謝の気持ちと敬う気持ちを伝えるのに重要であると考え、設営をしました。メンバーが少ない

中、多くの方々をお招きするため事前から一人ひとりの担いをしっかり伝えお願いをすること、そして品格

ある青年として立ち振る舞いを実践することでメンバーの資質を高めることが出来ると考えます。 

 そして、青年会議所活動に自覚と責任をもって取り組んでいくことが自身の成長につながると考え、全て

のメンバーが青年会議所活動を通じて意識を変革するように設えをしました。１部の「意義のある青年会議

所活動とは」と題した歴代理事長の伊藤圭樹先輩によるご講演を通じて、メンバーに対してＬＯＭ内での役

職の重要性を理解していただき、今後の担いの向き合い方への意識変化をもたらせたと考えます。２部のデ

ィベートは、非常に効果が高い分、難度の高い設えでありました。結果的に精度の高いものに出来ませんで

した。そして成果を気にし過ぎたことで委員会の想いが十分に伝わるに至らなかったことを反省します。シ

ナリオを作らず本音で討論しあう場を設けた方が、失敗するリスクはありますが聞き手であるメンバーには

深く伝わったと考えます。委員会としてメンバーにテーマを伝えるためにどんな手法を用いるのかをしっか

り考え、伝えるためであれば今までやったことのない手法に取り組むことも意味のあることであると申し送

りいたします。 

 また、人を巻き込み共感を得られる人物になるには、サーバントリーダーシップを身につけることが必要



であると考え、実践的な設えをしてリーダーシップを発揮する力を身につけることが出来る設えをすべきで

したが、理解いただくには不十分な設えになってしまったことを反省します。事業計画に入る以前にしっか

りとした方向性を決め計画をすべきところ、方向性が定まるのが遅くなったことで事業計画にも影響が出て

しまったことが要因であると考えます。方向性を早い段階で定める為にも、テーマに対して揺るぎないもの

に出来るくらいの勉強をして、誰に対しても説得出来る様にする必要があると申し送りをいたします。例会

後に行ったサーバントリーダーシップコミュニケーションを通じて、サーバントリーダーシップについての

理解を深め、リーダーシップを発揮する力の向上を図ることが出来ました。 

 現代のような成熟した社会では、サーバントリーダーシップは有効な哲学であると考えます。１０の特性

を会得出来ている人は、リーダーである前に素晴らしい人格者であり、その様な人格者であれば、ビジョン

を描き、それに向けて行動した時に、フォロワーが自然と現れると考えます。１０の特性を意識し身につけ

ることで、人に影響を与えられる人財になると考え申し送りとさせていただきます。 

最後に、地域から必要とされるＪＡＹＣＥＥとは、青年会議所という組織の中で当事者意識をもって活動

が出来る人財であると考えます。 

  

５． 委員長所見 

 この１年間、委員長として積極的に青年会議所活動に参加をしてまいりました。委員会メンバーに対して

は傾聴と共感を実践して、巻き込んでいこうと活動をしてまいりました。しかし我々の委員会の設営する例

会や対外事業に対しては一丸となって向き合っていただくことができましたが、他の委員会が担当する例会

や対外事業に対しては、協力することの重要性を納得していただくことが不足してしまい、他の委員会の皆

さんに多くのご迷惑をかけてしまったことを反省しております。ＬＯＭメンバーを巻き込む以前に、委員会

メンバーを巻き込むことが不十分であったことは本当に気概の無さを悔いております。しっかりとしたビジ

ョン、そして委員会メンバーが成長していただくことを考えた上で、委員会をしっかり行い、議論を交わす

場を設えることで、参加した委員会メンバーが成長するコミュニティになり、その結果として例会に於いて

メンバーサービスをより充実したものに出来たと考えます。 

 ＪＣニュースに関しましては、忙しい中、多くのメンバーに執筆をしていただきましたことを感謝申し上

げます。 

 そして、１年を通して、３度の例会と東海フォーラムの設営を担当することで、設営に対する学びも非常

に多くありました。 

 委員長として活動してきた中で、何よりも大切なのは効率化を図ることよりも泥臭く活動をしていくこと

が重要であり、その活動を経た先に周囲からの共感を得ることが出来、巻き込むことが出来るということを

気付くことが出来ました。その過程を経てサーバントリーダーシップを発揮していくことで真のリーダーに

なれると思います。もっと早い段階で気付くべきでしたが、気付くことが出来ただけでも自分にとって委員

長を経験させていただいた貴重な財産であります。先輩方からＪＣに入ったら委員長は絶対に経験をするべ

きだとお聞きしており、人によって学びになることは違うと思いますが、その意味が身をもって実感できた

ことはありがたく感じております。そして、我われが所属している青年会議所は、真摯に向き合い活動をし

ていくことで、人としての資質が向上する機会を与えてくれる場所であることを実感出来た１年でした。 

 最後になりますが、様ざまな設営があった中で、多くのメンバーの皆様にご協力いただけたこと、そし

て何よりも委員長である私をしっかりとサポートしてくれた委員会メンバーには本当に感謝の気持ちで

一杯です。本当にありがとうございました。 

 

収  支  決  算 

収入の部 支出の部 



予 算 決 算 予 算 決 算 

事業費 148,392 事業費 143,400 ⑥ 148,392 ⑥ 143,400 

合計 148,392 合計 143,400 合計 148,392 合計 143,400 

 


